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ＤＸ(ディーエックス)

「デジタル・トランスフォーメーション Digital Transformation」の略称。

デジタル技術を日常のなかに浸透させることにより，

人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。



市長メッセージ

柏市ＤＸ推進ガイドライン
ＤＸで目指す柏市の将来像（全体イメージ）

柏市がＤＸで目指す将来ビジョンである

『「つながる市役所」と「業務改革・効率化・価値創造」』

の実現にむけて，令和6年度はこれまでの取り組みを土台に，

オンライン申請の拡充や，証明書のコンビニ交付の利用促進などを通じて，

市民のみなさまがよりスムーズに手続きしやすくなる施策を進めてきました。

これからも変化し続ける社会において，日々進化を遂げるデジタル技術を

柔軟に取り入れながら，常に一歩先を見据えた行政サービスの実現に向けて

今後も果敢に挑戦してまいります。

柏市長 太田 和美

将来のビジョン

⚫ 理想像

⚫ あるべき姿

１ つながる市役所

市民のみなさまや企業・団体が時間や場所

を問わずつながることができ，困ったとき

に頼ることができる市役所。安心感のある

暮らしを提供する市役所。

２ 業務改革・効率化・価値創造

業務の効率化や簡素化を徹底し，人的資源

を行政サービスに振り分け，新たな価値を

市民に還元する市役所。

情報セキュリティ

個人情報を護り，安心安全を追求する視点

人にやさしいデジタル化

デジタルデバイド対策（情報格差解消）の視点

職員の行動変容

前例にとらわれず業務改革する視点

業務継続

市民生活を支えるために業務継続性を維持する視点

使いやすい・分かりやすいデジタルサービスを使って

必要なサービスを気軽に享受できること

コスト削減や働き方改革がなされ

安定的・持続可能な行政運営がなされること

１

２

アナログ市役所からの脱却

いつでもどこでもつながる市役所

３ だれもがつながる市役所

具体的な施策例 ４

５

事務の効率化・簡素化

多様な働き方

６ 新しい価値の提供

ベースとなる
４つの視点

⚫ 基本的な考え方
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01 アナログ市役所からの脱却

施策 進捗状況 詳細

１
窓口支払いの

キャッシュレス決済
実施中

市では，窓口における各種証明書交付手数料をはじめとする各種支払いを，キャッシュレ

ス（クレジットカード，QRコード決済，電子マネー）でできるように整備を進めています。

令和5年度と比較すると市内全てのエリアで利用率が増加しています。

（最大で5.2％増加(沼南支所)，全エリア平均3.9％増加）

▼証明書交付手数料・施設使用料・一時預かり保育料をキャッシュレスで支払うことができ

る窓口の数（指定管理者の施設を含む）

３９箇所（R5.3末時点） → ４７箇所（R６.3末時点） → （R７.3末時点）

▼キャッシュレス利用率が高い施設

①柏の葉サービスコーナー

②柏駅前行政サービスセンター

③市民税課

施策 進捗状況 詳細 HP

２ 公共施設Wi-Fi整備 実施中

市民のみなさまの文化活動のサポートなど利便性向上のほか，災害時

における情報収集手段の提供を目的として，施設の利用者や来館者がど

なたでもインターネットに接続できるよう，市内の公共施設に公衆無線

LAN（Wi-Fi）環境を整備しています。

今後も市民のみなさまの生活をより便利で快適にサポートしていきます。

▼Wi-Fi接続された延べ人数

17,260人（R5年度実績） → （R6年度実績）

公衆無線LAN

（Wi-Fi）の整備

３ スマート窓口 実施中

本庁舎１階ロビーに交付機（キオスク端末）を設置しており，マイナンバー

カードをお持ちであれば窓口に並ばなくても住民票の写しなどを発行でき，

キャッシュレス決済もできます。令和７年２月からは柏駅前行政サービスセン

ターにも設置しました。

今後も，市役所の窓口を快適にご利用いただけるようサービスを向上して

いきます。

▼発行数

６４２件（R６.3月実績） → （R７.3月実績）

市役所本庁舎１階（市民課，保険年金課）の窓口では，リアルタイムで窓口の

混雑状況をご案内しています。

リアルタイム

混雑状況

市民課

保険年金課

2

将来のビジョン：つながる市役所

キャッシュレス決済の利用率（総収入金額のうちキャッシュレスで支払われた総額の割合。指定管理者の８施設を除く）

９ .２％

（R４年度実績）

１５ .２％

（R５年度実績）

１６.５％
（R6年度実績）

https://www.city.kashiwa.lg.jp/dx-suishin/shiseijoho/keikaku/public_wi-fi.html
https://www.neconome.com/S0K01.html?bkn_cd=002515
https://www.neconome.com/S0K01.html?bkn_cd=004425


将来のビジョン：つながる市役所

３４３手続き

６９８手続き （R７.3末時点）

（R５.3末時点）

９３.３％
（R６年度実績）

（オンライン申請が可能な手続きの申請数／全ての申請数）

（オンライン申請された申請数／オンライン申請が可能な手続きの全ての申請数）

0２ いつでもどこでもつながる市役所

（オンラインで申請が可能な手続きの種類）
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施策 進捗状況 詳細 HP

１
行政手続きの

オンライン化
実施中

市では，令和７年度末までに，全ての行政手続き（※）をパソコンや

スマートフォンを使ってオンラインで申請ができるように，手続きのオンラ

イン化を進めています。

（※法令などによりオンラインにできない手続きや，オンラインになじまない手続き

は除きます）

▼オンライン申請が多い手続きTOP１０（個人の方を対象とした手続き）

１位 公共施設の予約

２位 図書の予約

３位 かしわ健康アプリ「ワニＦｉｔ」申込み NEW!

４位 夏休み子ども教室申込み

５位 ３歳児/１歳６か月健診申込み

６位 学童保育入所申込み

７位 水道使用申込み

８位 水道料金の口座振込申出

９位 転出届(引越しワンストップサービス)

１０位 国民健康保険脱退届

オンライン申請実績

柏市電子申請

ポータルサイト

利用率（転出手続きのうちオンライン申請の割合）（基準人口に対するマイナンバーカードの保有割合）

▼出典

総務省HP

マイナンバーカード交付状況について

（オンライン化率１００％となるためには，
残り８９手続きのオンライン化が必要）

９２ .３％
（R５年度実績）

６５.４％
（R６年度実績）

６４ .２％
（R５年度実績）

５９０手続き
（R６.3末時点）

７７.７％
（R７.３末時点）

７２ .８％
（R６.３末時点）

１１.２％

２８.７％ （R７.3月実績）

（R５.3月実績）

２３.９％
（R６.3月実績）

https://www.city.kashiwa.lg.jp/dx-suishin/shiseijoho/e_service/denshishinseir4.html
https://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/kofujokyo.html
https://www.city.kashiwa.lg.jp/dx-suishin/electronicapplication/onlineshinsei-list.html


施策 進捗状況 詳細 HP

３ オープンデータ公開 実施中

市が保有している公共データを，市民や企業等が利活用しやすいように

機械判読に適したデータにして公開しており，交通，環境，防災，子育てな

ど市の様々な情報を簡単にチェックできます。

日常生活に役立つデータを手軽に利活用できるよう公開していますの

でご活用ください。

オープンデータ数 ２４件

活用事例 ５件

オープンデータ公開

オープンデータ

活用事例

４ 多言語翻訳システム 実施中

窓口での日本語を母語としない市民とのコミュニケーションをより円滑

にするため，柏駅前行政サービスセンターにて令和7年2月に導入しまし

た。行政単語にも対応しており，AI翻訳や時間帯によっては通訳とのビ

デオ通話もできます。日本語の文字起こしも容易にできるため，聴覚障が

い者に対してもスムーズに対応できる体制づくりにも繋がっています。

令和７年度は市民課でも導入予定です。

対応言語：３０言語

-

５ 電子図書館サービス 実施中

インターネットを通じて，スマートフォンやタブレット，パソコンなど様々

なデバイスで電子書籍の貸出，予約を行うことができ，音声読み上げ機能

もあります。

電子書籍のラインナップをさらに充実させ，ジャンルや年齢を問わず楽

しめる内容を増やしていきます。

タイトル数

11,147冊（R５年度導入時） → （一般書11,745冊，児童書852冊）

柏市電子図書館

サービス

１４.７％ ２９.５％
（R６年度実績）（R４年度実績）

住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍謄本/抄本・各税関係証明書等のうち，
コンビニのキオスク端末（マルチコピー機）における発行割合

いつでもどこでもつながる市役所0２

将来のビジョン：つながる市役所

4

施策 進捗状況 詳細 HP

２ コンビニ交付 実施中

本人がマイナンバーカード（個人番号カード）を使用して，全国のコンビ

ニ交付サービス対応店舗内に設置されているマルチコピー機のタッチパ

ネル画面を操作して各種証明書をその場で取得することができます。

令和７年２月より，住民票の写し・印鑑登録証明書および各種税証明書

については，窓口と比べて しました。

▼発行手数料半額 提供開始月(２月)の発行数比較

(住民票の写し・印鑑登録証明書・各税関係証明書)

7,332件（R6.2末時点） → （R7.2末時点）

コンビニ交付

(令和６年度総発行数 371,727件 のうち,
109,565件 が コンビニ交付)

２１.７％
（R5年度実績）

https://www.city.kashiwa.lg.jp/databunseki/shiseijoho/jouhoukoukai/opendate/kokainitsuite.html
https://www.city.kashiwa.lg.jp/databunseki/shiseijoho/jouhoukoukai/opendate/katuyoujirei.html
https://web.d-library.jp/kashiwa/g0101/top/
https://www.city.kashiwa.lg.jp/shimin/todokede/conviniencestore/convini.html
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４４,８７７人
（R6年度実績）

将来のビジョン：つながる市役所

施策 進捗状況 詳細 HP

１
ＳＮＳでつながる

行政サービス
実施中

柏市公式ＬＩＮＥでは，令和６年から新たにLINE上で完結する身分証明書の

発行申請，道路損傷の通報，中高生の居場所の入退館記録を追加しました。引

き続き，スマホの操作で簡単に手続き・申請ができるサービスを提供していき

ます。

また，防災・防犯，イベント，子育て・教育，健康・福祉など，希望する情報ジャ

ンルを選んで受信することができます。

これからも，毎日の暮らしに役立つ情報を発信したり，便利なサービスを追

加していきますので，柏市公式LINEとお友だちになってみませんか。

柏市公式

ＬＩＮＥアカウント

LINEによる

オンライン申請

施策 進捗状況 詳細 HP

２
ＩＴ(スマホ)

講座
実施中

市では，デジタル機器が苦手な方に対し，ＩＴの活用により生活を豊かに

することなどを目的に，中央公民館（ラコルタ柏）などで，ＩＴ（スマホ）講

座を実施しています。

「誰ひとり取り残されないデジタル社会の実現」のため，今後も「個人ス

キルアップ」から「まちづくり活動でのIT活用」までを意識したニーズに

合った講座を実施していきます。

▼令和６年度の主な実績

デジタル活用支援推進事業

15回 154名

携帯キャリア会社を講師としたスマホ教室

2回 28名

-

３ 公開型ＧＩＳ 実施中

GIS(Geographic Information System 地理情報システム)では，柏市

の行政情報や地域の情報を，地図を通してわかりやすく紹介しています。子育

て支援施設等のこそだてマップや避難施設，AED設置場所などをインターネッ

トで閲覧することができます。

地図テーマ

１１種類（R5年度実績） → （R6年度実績）

アクセス数

（R6年度実績）

下水道台帳販売件数

(来庁して購入せずともデータ閲覧可能になったことにより販売数が減少)

6,642件（R５年度実績） → （R6年度実績）

柏市公開型GIS

誰もがつながる市役所0３

１８,４４０人
（R5年3月３１日時点）

３３,６４６人
（R5年度実績）

https://www.city.kashiwa.lg.jp/kohokocho/koho/tool/line.html
https://www.city.kashiwa.lg.jp/dx-suishin/line/online-shinsei.html
https://www.sonicweb-asp.jp/kashiwa/


電子決裁の利用率

９２.３％
（R５年度実績）

将来のビジョン：業務改革・効率化・価値創造

施策 進捗状況 詳細

１ 公文書の電子決裁 実施中

電子決裁を原則とした令和４年度以降，利用率が令和３年度は2.1％であったところ，令

和６年度には に達しました。

電子決裁の推進により，「決裁文書の作成及び決裁済み文書の検索が迅速に行えるように

なった」，「紙決裁では外部部署や複数課にわたる起案において，連絡便や持ち回り等で決

裁に１週間程度要していたところ，電子決裁の普及により２，３日程度に短縮された」など，

職員の業務効率が大きく向上しました。

引き続き，職員が効率的に業務を行い，迅速で的確な市民サービスに還元できるよう，公

文書管理システムの利便性の向上を進めていきます。

施策 進捗状況 詳細

２ 伝票の電子決裁 実施中

令和４年度より，柏市が費用を支払う際の一部の伝票事務において電子決裁を導入し，令和６

年２月から内部管理部門の部署における伝票事務に電子決裁を導入しました。従来の紙媒体での

請求書をベースにした決裁では，事務誤りのリスクや紙媒体での保管・提出の煩わしさがあった一

方，電子化を図ったことにより，公正な財務の執行や，ペーパーレスに繋がりました。

ただし，全庁的な展開においては伝票の起票，審査事務の見直しやシステム上の課題解消の必

要から，段階的な導入により試行と検証を並行して進めていきます。

３
自治体情報システムの

標準化・共通化
実施中

自治体情報システムの標準化・共通化とは，自治体の主要２０業務（住民記録，税など）で

使用する情報システムの「機能」「帳票」「文字」などを，令和７年度末までに国が定めた標

準仕様書（標準準拠システム）に合わせることで，全ての自治体が取り組んでいます。

令和６年度は，標準準拠システムの検証や環境（国のクラウド環境＝ガバメントクラウド）

の構築を実施し，移行に向けて滞りなく進めてきました。引き続き，令和７年度中の完全移

行に向けて取り組んでいきます。

▼柏市のシステム標準化の進捗状況

令和５年度 ６１．４％ → 令和６年度 （国のPMOツールより）

事務の効率化・簡素化0４

９４％
（R６年度実績）

全ての公文書の決裁における電子決裁の割合
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複合機（プリンタ・コピー）の使用枚数の推移

令和３年度を100とした時の削減の割合（主要庁舎設置３１台の複合機が対象）

９３.７
（R６年度実績）

９４.５
（R５年度実績）

１００
（R3年度実績）

（基準値）

10,572,293枚
9,992,447枚

（R３比▲579,846枚）
９，９１１，３９３枚

（前年比▲81,054枚）



施策 進捗状況 詳細

４
RPAの活用

による
業務効率化

実施中

RPAはRobotic Process Automation の略称です。人間がコンピュータを操作して

行う作業を，ソフトウェアによる自動的な操作によって代替することができます。主にデスク

ワークにおけるパソコンを使った業務の自動化・省力化を行っています。

将来のビジョン：業務改革・効率化・価値創造

事務の効率化・簡素化0４

施設予約システムの登録団体の権限設定作業 かしわ健康アプリ「ワニＦｉｔ」事業における利用者の確認作業

7

２.５時間
（導入後実績）

２２時間
（導入前実績）

３８時間
（導入後実績）

４５３時間
（導入前実績）

施策 進捗状況 詳細 HP

５
オンライン
ストレージ

実施中

事業者等の外部の方と，大容量のファイルの送受信を行うことができ

るオンラインストレージ「 DirectCloud ダイレクトクラウド 」を令和５

年度に導入しました。

電子メールに添付できない大容量のファイルを，ＵＳＢメモリなどの外

部記憶媒体を使わずに送受信できるようになり，情報セキュリティの向

上及びペーパーレス化の推進に役立てています。

▼ダイレクトクラウド使用容量

令和６年3月時点 26.7GB → 令和７年3月時点 297.8GB

DirectCloud

導入事例

６ クラウドリスク評価 実施中

柏市は自治体で初めてセキュリティ評価サービス「アシュアード」の利

用を開始しています。

クラウドサービスの導入前に，「アシュアード」を活用しています。効率

的に安全性をチェックし，安心して活用できるよう取り組んでいます。

令和６年度は７件のクラウドサービスを評価しました。

柏市HP：株式会社

アシュアード

７
付属機関

（介護認定審査会）
ペーパーレス化

準備中

要介護（要支援）認定申請に対する審査・判定を行う介護認定審査会で

は，従来１回の会議でA4サイズ６～１２枚，A3サイズ25～４０枚の資料

の印刷や郵送といった工程が生じていました。このため，審査会資料作

成完了から認定日までの期間短縮，資源の有効活用，職員の負担軽減を

図るべく，会議に用いるソフトウェアを導入することで，資料のペーパー

レス化を進めています。

令和７年度中に端末及びソフトウェアの契約を行い，年度末までに運

用を開始します。

-

https://directcloud.jp/interview/interview54
https://www.city.kashiwa.lg.jp/shiseijoho/keikaku/dx/dx-guideline/progress/202301_securitycheck.html
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施策 進捗状況 詳細

８
生成AIサービス

の活用
実施中

市では令和５年８月より生成AIサービスの業務利用を開始しており，令和７年３月時点で

の全庁の活用率は約２割となりますが，文章の作成や要約，事務手続きの簡素化・効率化に

活用しています。

また，令和６年度には職員の生成AI活用のスキルアップやリテラシーの醸成を図るべく，

計５回の研修を実施したほか，AIに与える指示や入力内容の事例をまとめた「生成AIプロ

ンプト集」を全庁に展開し，生成AIを適切に活用できる職員の育成に注力しています。

引き続き，生成AIを活用できる業務の幅を広げ，市民サービスに還元できるよう取り組ん

でまいります。

将来のビジョン：業務改革・効率化・価値創造

事務の効率化・簡素化0４

AIによる事務処理件数前年比

施策 進捗状況 詳細

９
悩み相談ＡＩチャット

システム 実施中

令和６年４月１日から，柏市地域生活支援センター（愛称：あいネット）のホームページ上にて

「悩み相談 AI チャットシステム」を運用開始しました。（全国初の導入:本市調べ)

公認心理師監修の傾聴・共感に特化したチャットシステムで，令和６年度利用件数

（月平均：約７００件）に上りました。

１０～３０歳代の利用者が過半数を占め，若年層の相談先の一つとなっています。また相談者

の約６５％が対面相談窓口の営業時間外に利用されており，日時を問わない相談対応に寄与

しています。

現在は相談者からの傾聴に特化したシステムとなっていますが，相談員（人）への相談の足が

かりとなることを目指し，より相談者が利用しやすいシステムへの更新をしていきます。

１０
ＡＩ-議事録作成

システム
実施中

AIが音声データから発言者を識別して議事録を作成するシステムで，議事録作成のために

要する時間を削減できます。

令和４年５月に導入以降，市役所の会議等で広く活用しています。（令和５年度は４００回，

令和６年度607回の利用）

１１ 音声マイニング 実施中

福祉の相談窓口における業務の効率化と支援業務の時間確保を目的として，令和６年１０

月より導入しました。

窓口や電話での相談内容をリアルタイムに文字起こしするとともに，ＡＩが要約します。これ

により，ばらつきや偏りのない記録を作成でき，相談員の業務の効率化や，より充実した支

援の実施に繋がっています。

１０.５％増 R5 13,473件
R6 14,887件

1,414件



施策 進捗状況 詳細

２
チャットツール

(LoGoチャット)
実施中

令和５年６月に，職員同士のチャットツールとして，自治体専用のチャットツール「LoGo

チャット」を導入し，職員間の新しいコミュニケーションツールとして活用しています。

モバイルワークやテレワーク時に，職員同士で画面共有や通話したい際にも活用できるこ

とで，モバイルワークやテレワークの利用率増加の要因となっています。

令和６年１月に発生した能登半島地震の支援時の他，地区防災対策本部など，所属の垣根

を超えた速やかな報・連・相を可能にし，迅速な意思決定にも繋がっています。

将来のビジョン：業務改革・効率化・価値創造

多様な働き方0５

モバイルワーク・テレワーク環境整備

9

施策 進捗状況 詳細

１

モバイルワーク

テレワーク

環境整備

実施中

自宅や外出先からでも業務ができるように，安全なセキュリティ条件下で業務環境にアク

セスできるテレワーク環境や，庁舎内の業務用のWi-Fi，モバイル端末などを整備し，令和５

年度から自席から離れても業務を行うことができるようになりました。

あわせて，テレワーク（在宅勤務）の試行的な運用を実施し，職員の事情に応じた柔軟な働き

方ができるよう取り組みを進めています。

２３％増 R5年度 970人
R6年度 1,194人

224人
１８.７％増 R5年度 ６,７５２.３３時間

R6年度 8,013.06時間
1,260.73時間



ペーパーレスの推進による業務の効率化に寄与

施策 進捗状況 詳細

４

端末の小型化

デバイスの多様化

（モニターの導入）

実施中

端末の小型化を進めることで，多様な働き方に対して柔軟に対応していくことが可能とな

ります。

一方，端末を小型化することによるデメリットとなる，資料の視認性や業務効率化への懸

念については，希望する職員に対して卓上ディスプレイを配備することで問題を解消してい

ます。

▼端末の小型化

昨年度に引き続き，画面サイズ14.0型のノートPCを採用

（令和６年度調達分 780台）

▼卓上ディスプレイ

計２３３台設置／令和６年度末時点

令和５年度設置分： ／令和６年度設置分：

将来のビジョン：業務改革・効率化・価値創造

多様な働き方0５

10

施策 進捗状況 詳細

３ 無線化の推進 実施中

無線化の推進により，これまでの働き方に大きな影響を与えるきっかけになります。

会議へのPC持ち込みやペーパーレスの推進による業務の効率化，ネットワーク障害の抑制

や災害発生時の迅速な通信環境の確保による業務継続性の向上等に寄与します。

職員が使用するパソコンの台数のうち，整備した無線化環境で稼働する台数の割合で算出した累計

無線化済：５７０台／対象端末：2,３３0台

２４.５％

（R６年3月３１日時点）

５２.８％

（R７年３月３１日時点）

無線化済：1,230台／対象端末：2,３３0台

R８年３月３１日時点達成見込み

１００％
無線化済：2,330台／対象端末：2,３３0台

▼対象端末は，本庁舎，沼南庁舎，ウェルネス柏等の主要庁舎を指し，近隣センター等の出先機関を除く
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施策 進捗状況 詳細

1 学校連絡システム 実施中

令 和 ６年 ４ 月か ら ， 柏 市 内全 ての 公立 小中 学校 を 対象 に ， 「 学 校連 絡シ ス テム

（sigfy）」を導入しました。令和５年度まではそれぞれの小中学校で連絡ツールの種類

や保護者の費用負担に違いがありましたが，全ての市立小中学校に統一システムを導

入し，保護者の費用負担０を実現しました。

多言語に対応しており，お便りの伝達漏れの防止や、ペーパーレスの推進にも大きく

寄与しています。

将来のビジョン：業務改革・効率化・価値創造

新しい価値0６

施策 進捗状況 詳細

2 健康アプリ 実施中

市民のみなさまのより良い健康づくりの実現に向けて、かしわ健康アプリ「ワニFit」

を導入しました。

従来のカード方式では，ポイント付与のための専用端末を活動の場に持ち込むことの

手間や，個人単位の取組にポイントを付与しづらい等の課題がありました。

アプリ化により，場所にとらわれずに個人単位の取組を促進することができるように

なり，毎日の通勤や買い物にスマートフォンを持ち歩くだけで，気軽に健康習慣を身に

着けることができるようになりました。

令和７年１月６日から同年３月３１日までの間，アプリのプレ配信を実施し，同期間に

おける利用登録者数は に上りました。

令和７年４月１日から本配信を開始し，利用者の活動に応じたデジタルギフトの提供

を開始することにより，引き続き利用者の健康管理に対する意欲を高め，継続的な活

動を促進していきます。

3 ARフォト 終了

市制施行70周年事業の一つとして実施しました。柏市の魅力発信やイベントの盛り

上げに活用し，柏市のPRキャラクター「カシワニ」を日常の風景に組み合わせた写真や，

自分が一緒に映り込んだ写真を撮影するなど， の方に利用いただきまし

た。

２３％減
▼小中学校における紙の購入枚数，購入金額※単価契約によるものに限る

１００％
R６年度 ６３校（全校）

２１％減
R5年度 20,005,000枚（26,096,785円）

R6年度 15,361,500枚 （20,662,983円）

▲4,643,500枚 ▲5,433,802円


